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３年ぶりのカレーライスマラソン開催!
　

９
月
18
日
、
端
野
地
区
で
３
年
ぶ
り
に
「
第
37

回
た
ん
の
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
マ
ラ
ソ
ン
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
１
９
８
６
年
か
ら
開
催
さ
れ

て
お
り
、
当
初
は
端
野
町
民
を
対
象
と
し
た
も
の

で
し
た
が
、
今
で
は
全
国
各
地
か
ら
参
加
者
が
集

ま
る
人
気
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
今
年
は
規
模
を
縮

小
し
て
北
見
市
内
の
チ
ー
ム
の
み
の
募
集
で
し
た

が
、
78
チ
ー
ム
約
４
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

競
技
は
順
位
や
タ
イ
ム
を
競
う
の
で
は
な
く
、

カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
っ
て
楽
し
く
食
べ
る
こ
と
や
、

端
野
町
の
す
ば
ら
し
さ
を
広
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。
４
人
１
組
で
カ
レ
ー

ル
ー
、
肉
、
タ
マ
ネ
ギ
・
ニ
ン
ジ
ン
、
ジ
ャ
ガ
イ

モ
の
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
食
材
を

求
め
て
走
り
ま
す
。
ゴ
ー
ル
後
は
、
ゲ
ッ
ト
し
た

地
元
食
材
で
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
を
作
り
、
チ
ー
ム
で

お
い
し
く
い
た
だ
く
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
マ
ラ
ソ

ン
で
す
。

　

今
年
は
例
年
実
施
し
て
い
た
仮
装
コ
ン
テ
ス
ト

や
大
食
い
大
会
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
仮
装

を
し
て
走
る
人
た
ち
も
お
り
、
応
援
者
や
通
行
人

ら
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

当
日
は
当
Ｊ
Ａ
の
令
和
３
年
度
お
よ
び
４
年
度

に
入
組
し
た
職
員
も
黄
色
い
法
被
を
着
て
走
り
、

き
た
み
ら
い
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
！

▲参加した職員で記念写真

○
季
節
の
薫
り

２

…
…

…
…

…
…

…
…

…

○
表
紙
紹
介

　「
３
年
ぶ
り
の

　
　
カ
レ
ー
ラ
イ
ス
マ
ラ
ソ
ン
開
催
！

　
　
　
～
若
手
職
員
も
参
加
し
Ｐ
Ｒ
～
」

２
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…

○
Ｊ
Ａ
ト
ピ
ッ
ク
ス

６

…
…

…
…

…
…

…

○
ほ
の
ぼ
の
広
場

・
き
た
み
ら
い
青
年
部

・
プ
リ
テ
ィ
ウ
ー
マ
ン

８

…
…

…
…

…
…

…
…

○
み
ら
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ャ
ン
ネ
ル

９

…

○
Ｊ
Ａ
か
ら
の
お
知
ら
せ

10

…
…

…
…

…

○
お
ひ
さ
ま
サ
ラ
ダ
ク
ッ
キ
ン
グ

　「
手
羽
元
と
サ
ツ
マ
イ
モ
の
甘
辛
煮
」

　「
キ
ュ
ウ
リ
の
辛
味
炒
め
」
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…
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４

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

身
近
な
こ
と
か
ら
や
っ
て
み
よ
う

　
　
　

  

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は
じ
め
の
一
歩

～若手職員も参加しＰＲ～

写真は９月22日、相内地区で撮影

水稲収穫最盛
～手応え良好、
             平年作の見込み～
　きたみらい管内では９月17日から、
もち米「きたゆきもち」の収穫が始
まりました。収穫は高温が続いた昨
年より10日ほど遅いものの、生育は
順調に推移し平年並みのスタートと
なりました。
　相内地区で水稲を約25㌶作付けしている、きたみらい
もち米振興会会長の畑中利男さんは21日から収穫を開始。
収穫にあたって「昨年の豊作から一転して６月の低温や
刈取り前の大雨などで出来が心配だったが、手応えはよ
く収量も平年作の見込み。今年もおいしいもち米を消費
者に食べてもらえたら」と話してくれました。
　当ＪＡ管内の作付け面積は約670㌶、約4,000㌧の生産
量を見込んでいます。
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▲汗を流しながら調理をする職員

▲きたみらいブース

に
は
長
い
行
列
が
で
き
て
い
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
は
「
玉
ね
ぎ
と
牛
す
じ
の
カ

レ
ー
」
な
ど
の
加
工
品
に
加
え
、
地
元

産
馬
鈴
し
ょ
「
黄
爵
（
と
う
や
）
」
を

ら
せ
ん
状
に
カ
ッ
ト
し
て
素
揚
げ
し
た

「
ト
ル
ネ
ー
ド
ポ
テ
ト
」
と
地
元
産
小

麦
「
き
た
ほ
な
み
」
１
０
０
％
の
麺
で

作
っ
た
焼
き
そ
ば
に
オ
ニ
オ
ン
ス
テ
ー

キ
を
添
え
て
販
売
し
ま
し
た
。
焼
き
そ

ば
は
こ
の
日
の
為
に
通
常
よ
り
も
太
め

に
特
注
し
た
麺
で
、
モ
チ
モ
チ
の
食
感

が
好
評
を
得
て
フ
ェ
ス
タ
終
了
時
刻
を

待
た
ず
に
完
売
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
当
日
会
場
で
は
、
来
場
者
に
数

量
限
定
で
き
た
み
ら
い
牛
乳
の
無
料
配

布
も
行
わ
れ
、
き
た
み
ら
い
の
農
畜
産

物
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
Ｐ
Ｒ
し
ま
し
た
。

　

９
月
３
日
、
Ｊ
Ｒ
北
見
駅
南
多
目
的

広
場
で
「
地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
２
０
２

２
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
飲

食
エ
リ
ア
と
販
売
エ
リ
ア
に
エ
リ
ア
分

け
を
す
る
な
ど
、
コ
ロ
ナ
感
染
対
策
も

施
さ
れ
た
上
で
３
年
ぶ
り
11
回
目
の
開

催
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
フ
ェ
ス
タ
は
地
元
の
農
林
水
産
品

の
消
費
拡
大
や
、
生
産
者
と
消
費
者
と

の
距
離
を
縮
め
顔
が
見
え
る
関
係
づ
く

り
を
目
的
と
し
て
お
り
、
販
売
エ
リ
ア

で
は
、
北
見
市
、
訓
子
府
町
、
置
戸
町

の
生
産
者
や
企
業
な
ど
が
出
店
し
、
で

き
た
て
の
ハ
ン
バ
ー
ガ
ー
や
新
鮮
な
野

菜
な
ど
を
販
売
。
３
年
ぶ
り
の
開
催
と

い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
多
く
の
家
族

連
れ
な
ど
で
賑
わ
い
、
人
気
の
ブ
ー
ス

〜
地
産
地
消
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
２
〜

晴
天
の
中
、３
年
ぶ
り
の
開
催

▲収穫作業の様子

▲収穫された馬鈴しょを積み込む様子

▲園児に説明する中川さん

▲収穫する園児

　

ク
ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
た
約
30
人
の

園
児
ら
は
、
中
川
さ
ん
か
ら
収
穫
方
法

を
教
わ
り
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
と
う
も
ろ

こ
し
を
収
穫
。
大
事
そ
う
に
抱
え
な
が

ら
「
い
っ
ぱ
い
採
れ
た
！
早
く
食
べ
た

い
！
」
と
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

中
川
さ
ん
は
「
収
穫
す
る
楽
し
さ
や

大
変
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
た
ら
と
思
い

開
催
し
て
い
る
。
来
年
も
こ
ど
も
達
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
と
う
も
ろ

こ
し
を
育
て
た
い
」
と
話
し
、
同
園
の

職
員
は
「
毎
年
こ
の
よ
う
な
収
穫
体
験

を
開
催
し
て
も
ら
え
て
あ
り
が
た
い
。

こ
ど
も
達
に
と
っ
て
貴
重
な
体
験
と
な

っ
た
」
と
感
謝
を
伝
え
ま
し
た
。

　

置
戸
地
区
で
玉
ね
ぎ
な
ど
を
作
付
け

す
る
中
川
隆
さ
ん
は
９
月
５
日
、
同
町

の
認
定
こ
ど
も
園
置
戸
町
こ
ど
も
セ
ン

タ
ー
「
ど
ん
ぐ
り
」
の
園
児
を
招
き
、

と
う
も
ろ
こ
し
の
収
穫
体
験
を
行
い
ま

し
た
。

　

こ
の
取
り
組
み
は
８
年
前
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
植
え
付
け
か
ら
収
穫
ま
で
を
体

験
す
る
食
育
活
動
と
は
異
な
り
、
自
ら

収
穫
す
る
楽
し
さ
や
、
普
段
口
に
し
て

い
る
食
べ
物
が
ど
の
よ
う
に
実
っ
て
い

る
か
を
見
る
良
い
き
っ
か
け
に
な
れ
ば

と
収
穫
体
験
の
み
を
行
っ
て
お
り
、
今

で
は
恒
例
行
事
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〜
と
う
も
ろ
こ
し
と
笑
顔
、い
っ
ぱ
い
と
れ
た
よ
！
〜

収
穫
の
楽
し
さ
や
大
変
さ
を
感
じ
て
も
ら
え
れ
ば

▲牛舎で牛を見学する児童

▲トラクターをバックに片桐さんと集合写真

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
中
に
は
「
顔

が
か
わ
い
い
！
」
と
喜
ぶ
子
や
体
の
大

き
さ
に
怖
が
る
子
な
ど
反
応
は
様
々
で

し
た
。

　

見
学
後
の
質
問
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
「
酪

農
の
仕
事
を
し
て
い
て
一
番
楽
し
い
時

は
い
つ
で
す
か
？
」
、
「
１
日
に
ど
の
く

ら
い
の
牛
乳
を
搾
り
ま
す
か
？
」
な
ど

多
く
の
質
問
が
挙
が
り
ま
し
た
。

　

28
日
に
は
、
同
地
区
の
篠
原
正
博
さ

ん
の
牧
場
も
見
学
し
、
肉
用
牛
の
飼
育

方
法
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　

置
戸
小
学
校
で
は
９
月
15
日
、
置
戸

地
区
の
片
桐
敏
史
さ
ん
の
牧
場
を
見
学

し
ま
し
た
。
３
年
生
は
毎
年
、
社
会
科

授
業
の
一
環
と
し
て
地
域
産
業
に
つ
い

て
学
習
し
て
お
り
、
置
戸
町
の
生
産
者

協
力
の
も
と
、
牛
や
牛
舎
の
見
学
を
行

っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
３
年
生
17
人
が
片
桐
さ
ん

の
牧
場
を
訪
れ
ま
し
た
。
牛
舎
に
入
り
、

搾
乳
に
使
わ
れ
る
ミ
ル
カ
ー
や
バ
ル
ク

ク
ー
ラ
ー
、
給
餌
機
な
ど
設
備
の
説
明

を
受
け
な
が
ら
、
実
際
に
牛
を
見
学
し

〜
置
戸
小
３
年
生
〜

牧
場
見
学
で
地
域
産
業
学
ぶ

当
Ｊ
Ａ
で
は
粗
選
別
作
業
も
実
施
し
て

い
ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
馬
鈴
し
ょ
は
選

果
場
へ
持
ち
込
ま
れ
、
緑
化
し
た
も
の

や
小
玉
、
規
格
外
が
取
り
除
か
れ
ま
す
。

　

同
事
業
を
活
用
し
た
組
合
員
は
「
コ

ン
ト
ラ
事
業
を
活
用
す
る
こ
と
で
他
の

作
業
を
行
う
こ
と
が
で
き
、
と
て
も
助

か
っ
て
い
る
。
天
候
が
不
安
だ
が
、
作

業
が
順
調
に
進
み
無
事
に
終
了
し
て
欲

し
い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
今
年
度
、
19
戸
か
ら
委

託
さ
れ
て
い
て
、
予
定
面
積
は
約
96
㌶

と
な
っ
て
お
り
、
作
業
は
10
月
上
旬
ま

で
続
く
見
込
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

Ｊ
Ａ
き
た
み
ら
い
で
は
９
月
上
旬
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
ー
事
業
の
一
環
と
し
て

加
工
馬
鈴
し
ょ
の
収
穫
作
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

　

当
Ｊ
Ａ
で
は
昨
今
の
労
働
力
不
足
解

消
や
輪
作
体
系
を
適
正
化
す
る
こ
と
に

よ
る
収
量
の
向
上
な
ど
を
目
的
に
同
事

業
を
一
昨
年
よ
り
立
ち
上
げ
て
お
り
、

そ
の
ほ
か
融
雪
剤
散
布
や
雪
踏
み
、
圃

場
の
レ
ベ
ラ
ー
作
業
な
ど
も
請
け
負
っ

て
い
ま
す
。

　

収
穫
作
業
は
ポ
テ
ト
ハ
ー
ベ
ス
タ
２

台
（
自
走
式
４
畦
・
け
ん
引
式
２
畦
）

が
２
圃
場
に
分
か
れ
て
行
っ
て
お
り
、

加
工
馬
鈴
し
ょ
収
穫
、

        

コ
ン
ト
ラ
請
負
作
業
開
始
！
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　前回に続いて、2020年に実施した農業、農協に関するＷｅｂアンケートの結果を紹介していき
たいと思います。今回は、農協事業についての「評価」について考えてみましょう。農協は、農
業関連事業だけではなく様々な生活、地域に関わる事業を行っています。この設問を作った当時、
ＪＡ改革が進められ、「准組合員が農協についてどのような評価をしているのか」について調べ
るということを農水省主導で行われていたのは皆さんも覚えていらっしゃると思います。ＪＡグ
ループでも、自己改革を進めていく過程で組合員アンケートを大規模に実施しました。その結果、
准組合員は農協の生活関連事業や農業振興の事業に対して理解が高いというものでした。今回の
アンケートでも、そうした農協の各種事業を一般の人たちがどのようにみているのか、というこ
とを知りたくてこの項目を設定しています。
　今回、アンケートの回答者の多くは、農協の組合員ではなく事業利用もしていない、いわゆる
一般の人たちです。この設問は、そうした人たちが「漠然と」どのように農協を捉えているのか、
「農協は何をしているのか」、「農協はどのように見えているのか」ということが浮かび上がっ
てくるのではないか、という狙いもありました。
　では、回答についてみてみましょう。農協の事業は、農業関連事業、生活事業、その他の活動
に分けて質問をしています。まずはこの区分で大きな傾向を見てみると、農業関連事業の中でも、
販売事業や直売事業の評価が総じて高いことが分かります。一方で、一般の人たちと関係する生
活事業についての評価は高くありませんし、かつ、「わからない」という回答割合が高くなって
います。
　このことから次のような状況が推測されます。ＪＡ側としては、「地域住民にも、生活関連事
業を通して関わりを持ち、それは評価されている、と理解している（前述した農水省やＪＡグル
ープのアンケート結果からはそのように理解できます）が、一般の人たちからみると、ＪＡはや
はり農業者・農業関連の事業を行っているところであると認識されている。」
　当たり前といえば当たり前ですが、一般の人たちにとってＪＡが営農だけではなく、地域の人
たちも対象とした総合的な事業を展開している、ということの認識は、決して高くない、という
ことが言えるのではないでしょうか。
　農業関連事業の「販売」や「直売」については、一般の人たちの評価は高くなっています。Ｊ
Ａの販売事業に関して、メディアではよくそのマイナスの側面が取り上げられることが多く、そ

うした認識は一般の人にも広まっているのでは
ないかと考えていましたが、今回の結果からは
そこまで悲観的に捉えることはないのではない
か。むしろ、なんとなく頑張っていると認識し
てくれている一般の人たちに、よりＪＡのやっ
ていることを発信していくことで、「なんとな
く」から「しっかりと理解して、サポートして
もらえるようになってくれる」のではないか、
という期待を持つことが出来ます。
　その他の活動として区分した、地域の各行事
への協力や食育活動についても、分からないと
いう回答は少なくないですが、評価するような
回答も見られています。
　自分達が思っていることと、一般の人たちか
らどのように見えているのか。そのギャップか
ら、これから農協がどのように情報発信をして
いくのが良いのか、そのヒントが色々と見えて
きそうです。

「農に対する国民の意識」アンケート結果について②

上常呂地区・常川

神野　将汰さん（27歳）

しょうた

訓子府地区・大谷

今野 浩美さん（60歳）

ひろ　み

今回は女性部の今野副部長に登場いただきました。

今回は青年部東支部の神野将汰さんに登場いただきました。

◆出身、結婚に至るまでは？
　訓子府町で生まれ育ち、青年団で健全な
活動をするうちに酪農家の主人と劇的な？
出会いをして、３ヵ月の交際の後結婚しま
した。
◆ご自身はどんな性格だと思いますか？
　おおらかでおおざっぱな性格です。そし
てのんきですかね？典型的なО型の性格で
す！思い悩むこともしないタイプです。
♦趣味は？
　食べることはもちろんですが料理をする
ことも好きで、台所に立つとあれこれ思い
つき、ついつい時間をかけ過ぎてしまいま
す。最近は疲れるのでほどほどにしていま
す（笑）
　また、Ｊポップ専門ですが音楽を聴くこ
とやカラオケも好きです！
♦組織活動の魅力は？
　同じ農業をする仲間との出会いや交流に
は、個人ではなかなか得られない楽しみが
あると思っています。様々な行事があり、
毎日の仕事を頑張れるパワーの源になりま
す！もっとたくさんの方に女性部に加入し
ていただき、一緒に活動したいですね☆

「女性部活動は　　　　
　　　　パワーの源！！」

楽しみながら
　　勉強と交流を

●就農したきっかけ
　　小さい頃からトラクターに乗せてもらったりして農業に興
　味を持ち、農家を継ごうと思っていました。高校卒業後、社
　会勉強のため５年間会社に勤めてから就農しました。

●農業にかける思い
　　近々経営移譲をする予定なので、自分で色々できるように
　頑張りたいです。まだ知識も浅くわからないことも多いので、
　周りの意見を素直に聞いて自身の営農に活かしたいです。

●青年部について
　　青年部での活動は、色々な人とつながりができ、楽しみな
　がら知識を増やせるところが魅力です。特に農作業はやり方
　が千差万別で、さまざまな地区の部員との交流はとても勉強
　になります。

●青年部活動で好きな事業は？
　　好きなスポーツをしながら、チームのメンバーと仲良くな
　れるのでスポーツ大会です。今年職員は参加できませんでし
　たが、来年は職員も参加して交流できたらと思います。

北海道大学大学院農学研究院　小林　国之

農産物の販売事業

直売所

肥料や農薬などの農家への購買

農家向けの農業融資

貯金

住宅ローンなどの融資

福祉サービス（デイサービスなど）事業

自動車・建物などの共済事業

冠婚葬祭事業

地域の各種行事（地域のお祭り）への協力

食育事業

農

業

関

連

事

業

そ
の
他

生　

活　

事　

業

農協の事業に関する評価について
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▲富樫本部長（右）より感謝状を受け取った大坪組合長（左）

　当ＪＡは、令和３年度の小規模企業共済制度に
おける新規加入実績が、全国の取り扱いＪＡで４
位（道内で２位）の成績を収め、その功績に対し
独立行政法人中小企業基盤整備機構の富樫透北海
道本部長から感謝状が贈呈されました。
　感謝状を受けた大坪組合長は「組合員の将来に
向けた大切な積立制度として、また税制上のメ
リットなどについてもしっかりと周知、浸透して
きた成果だとうれしく思う。今後も加入促進に継
続して取り組んでいきたい」と謝辞を述べました。

小規模企業共済制度　
  新規加入実績で表彰！

▲定置タッパーで選別を行う七山職員

　当ＪＡに今年度入組した新採用職員４人は、春
に続いて秋の農家実習を行いました。
　春に経験した農家実習を経て、秋にも組合員の
もとで作業に関わることで、より農作業の喜びや
苦労、やりがいを経験し今後の業務に活かすこと
を目的として例年実施しています。
　９月５日から５日間、作業を行った販売企画部
企画開発グループの七山芽依職員は実習を振り
返って「この貴重な経験を糧に、今後も多くの知
識を身につけながら業務に励みたい」と抱負を話
しました。

農作業に奮闘し、汗を流す

廃プラ回収（秋）のご案内

　ＪＡ広報誌「おひさまサラダ」が９月18
日、北海道新聞の「ズームアップ道東」に
掲載されました。本誌の表紙に掲載してい
る組合員の家族写真について取り上げられ
ています。まだご覧になっていない方はぜ
ひチェックしてみてください。

▲掲載された記事

お
ひ
さ
ま
サ
ラ
ダ
　
道
新
に
掲
載
！

お
ひ
さ
ま
サ
ラ
ダ
　
道
新
に
掲
載
！

　11月１日より、就業時間が次の通り変更になり
ますので、お知らせ致します。

（令和４年11月１日～令和５年３月31日）

営業時間変更のお知らせ

給油所

センター・地区事務所

資材店舗

整備工場

事 務 所
金 融 窓 口
（ＡＴＭ）

共済窓口業務

営　業　時　間
土曜日平日 日曜日 祝祭日

備　　考

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み 第２・第４土曜日休業
休み9:00～15:00 休み 休み

休み9:00～17:00 休み 休み

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み

休み9:00～15:00 休み 休み

訓子府資材拠点店舗

営　業　時　間
土曜日平日 日曜日 祝祭日

備　　考

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み

第２・第４土曜日休業
休み9:00～17:00 休み 休み

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み
温 根 湯
置 戸

平日 土曜日 日曜日 祝祭日
8:00～19:00北見中の島セルフ

休み温 根 湯
置 戸
訓子府セルフ
相内セルフ
端野セルフ

8:30～18:00
8:30～18:00
8:00～19:00
8:00～19:00
8:00～19:00

営　業　時　間

8:30～17:00
8:00～18:00

8:30～17:00
8:00～18:00
8:00～18:00
8:00～18:00

備　考

平日 土曜日 日曜日 祝祭日
訓 子 府

営　業　時　間
備　考

休み 休み9:00～17:00 9:00～12:00

9:00～12:009:00～17:00 休み 休み端野資材拠点店舗

休み端 野 休み9:00～17:00 9:00～12:00 第２・第４土曜日休業

本店・訓子府・端野
（ＡＴＭ）

置戸・相内・上常呂
温根湯・留辺蘂

10月27日（木）

受入時間：（午前）９：00～12：00
（午後）13：00～15：30

会　　場：西相内小麦乾燥調製貯蔵施設
※同会場で農耕用廃タイヤ、ホース類【ビニール、ゴム含有】の

　回収も行います。ただし、今年度についてはキャタピラー
　の回収は行いませんので、ご注意ください。

【お問い合わせ先】
　廃プラ、ホース類：
　農耕用廃タイヤ：

担い手グループ（☎24－2145）
農機自動車グループ（☎47－4820）

【地区：相内、上常呂、北見、端野】
　　28日（金）【地区：温根湯、留辺蘂、置戸、訓子府】

　９月６日から毎週火曜21時54分から22時まで放

送されている「それはまるでトリンドルな１日でし

た。」の番組収録が端野地区で行われ、当ＪＡの玉

ねぎについて取材して頂きました。

　番組に出演しているトリンドル玲奈さんが圃場に

訪れ、収穫風景を見学した後、赤玉ねぎのサラダな

どを試食しました。10月18日に北海道文化放送（Ｕ

ＨＢ）で放送されますので、ぜひご覧ください。

放送日時：10月18日（火）
　　　　　22時48分～22時54分
　　　　　 （特番の関係で時間変更）
放 送 局：北海道文化放送（ＵＨＢ）
※見逃した場合には「ＵＨＢ公式ＹｏｕＴｕｂｅ
  チャンネル」でも配信されますので、ご覧く
　ださい

▲番組タイトル ▲収穫した玉ねぎを紹介するきたみらい玉葱振興会の
　北川副会長

１０/１８放送！端野地区で番組収録が行われました
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「基本チェックリスト」について ④第８回 理事会報告
　９月29日、午前９時00分より第８回定例理事会が開催さ

れ、報告事項12件、決議事項４件が協議され、原案通り承

認されました。

　

【報告事項】

①内部監査（無通告、共計、総務企画部門）報告について

②合併20周年記念事業第１回実行委員会の経過報告について

③組合員状況報告について

④財務状況報告について

⑤令和５年度職員採用について

⑥作況調査（９月15日）報告について

⑦Ｒ４年産玉ねぎ・馬鈴しょの選果販売状況について

⑧生乳生産状況及び個体取引価格状況について

⑨北見管内総合家畜共進会について

⑩法定伝染病の発生について

⑪人事の発令について

⑫西相内玉ねぎ集出荷施設太陽光発電設備整備に伴う樹木

　の移植について

　

【決議事項】

①固定資産の処分について

②理事に対する資金の貸付について

③規程類の改正について

④Ｒ４年産農産物に伴う理事との買取品に係る取扱基準の

　設定について

（経営支援部　ふれあい相談東グループ）

菅　井　翔　也
すが　　 い    しょう     や

Ｒ２.４　入組

Ｒ２.４　経営支援部　ふれあい相談東グループ

　当ＪＡ職員、菅井翔也職員

（経営支援部ふれあい相談東

グループ）が令和４年９月25

日にご逝去されました。謹ん

で哀悼の意を表し、ご冥福を

お祈り申し上げます。

お 知 ら せ

北海道（地域別）最低賃金について
　北海道内の事業場で働くすべての労働者（臨時、
パートタイマー、アルバイト等を含む。）及びそ
の使用者に適用される北海道最低賃金が次のとお
り改定されました。農業関係の方も順守願います。

最低賃金額 時間額  ９２０円

効力発生年月日 令和４年10月２日

※最低賃金には精皆勤手当、通勤手当、家族手当、臨時に
　支払われる賃金及び時間外等割増賃金は算入されません。

こころの健康とストレッサー

お問い合わせ：担い手グループ　TEL:24－2145（榎本・辻本）



        初の４つはかんたんだった

        けど、残りの１こがたい

        へんでした。クロスワード

        もやりたいです。
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Ｂのイラストには、Ａのイラストと違う部分が５カ所あります。
間違っている部分を右下のイラストの中の数字でお答え下さい。

出題・イラスト：酒井栄子

９月号まちがいさがしの当選者

応 募 方 法

　９月号のまちがいさがしの答えは「１、３、６、11、12」

でした。正解者18名の中から抽選の結果、当選者は次の

方 で々す。

　以上の方々には、ＪＡきたみらいの「芳醇　玉葱醤油」

と「麦まるごとうどん（平打ち）」２袋をプレゼント致し

ます。

（　　　）内は地区名

・鉄地河原和子さま（北　見）・藤井　邦子さま（北　見）
・丹羽　美和さま（端　野）・貝沼琉羽依さま（端　野）
・森　さとみさま（相　内）・細川美重子さま（訓子府）

　答えが解った人は、別紙の応募用紙に
答え（番号）と広報誌へのご意見・ご感想
を記入してＦＡＸでご応募下さい。
　抽選で６名の方に、ＪＡきたみらいの「大
正金時と鶏肉のキーマカレー」と「玉ねぎと
鶏もも肉の黒カレー」をプレゼント致します。

広報誌「おひさまサラダ」を当ＪＡのホームページで紹介しています。
右側にあるＱＲコードから閲覧できますので、ぜひご覧下さい。

をホームページで閲覧できます！

　農作業中の事故件数が増えています。油断禁物で

もうひと踏ん張り頑張りましょう！
　前回のまちがいさがしは編集委員内でも残りひとつがな

かなか見つけられなくて盛り上がりました！クロスワード

は年明けにできるかも…？お楽しみに！

（訓子府地区　相馬　里音さん）

最　　  穫作業も終盤、お天気が続いて事故なく豊穣の

　　 秋を迎えたいですね。
収

（匿名希望）
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URL  http://www.jakitamirai.or.jp    E-mail hp.kitamirai@kitamirai.ja-hokkaido.gr.jpJAきたみらいホームページ

（令和４年９月20日現在）

・組 合 員 数（正）

・組 合 員 数（准）

・組合員戸数（正）

・貯　　　金

・貸　出　金

・出　資　金

1,613人

5,813人

901戸

117,510百万円

15,887百万円

4,879百万円

✿献立を監修した人✿ 茨城県笠間市にある「天晴（旧キッチン晴人）」オーナーシェフ 永井　智一（ながい・ともかず）

キュウリの辛味炒め手羽元とサツマイモの甘辛煮

・季節の変わり目により、体調を崩す方も多くなりますが「食欲

　の秋」ということで、美味しい秋の味覚を存分に味わい、健康

　な体作りを心掛けましょう！

・きたみらいの「Instagram」では、レシピや絶品グルメ、農作

　物の豆知識などを紹介していますので、是非ご覧ください！！　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（森谷　弥生）

❶サツマイモは厚めに皮をむいて乱切りに
し、水にさらしておく。
❷深めのフライパンにごま油を熱し、手羽

元、サツマイモ、ショウガを入れ手羽元
にしっかりと焼き色を付ける。
❸②のフライパンに煮汁の材料を全て入れ、

キッチンペーパーで落としぶたをして中
火で25分煮込む。
❹器に盛り付け、カイワレなどお好みの青

み（材料外）をあしらい出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（４人分）◆
…………………………………８本

…………………………中２本
…………………10ｇ

……………………………大さじ１
 

…………………………………600ml
……………………………100ml

………………………………100ml
……………………大さじ６と２/３

…………………大さじ３と１/３
………………………大さじ３と１/３

……………………大さじ１

手羽元
サツマイモ
ショウガ（スライス）
ごま油
煮汁
　水
　しょうゆ
　料理酒
　砂糖
　みりん
　酢
　コチュジャン

❶キュウリは３～４㎝幅の拍子木切り、ミ
ョウガは小口切りにする。タカノツメは
種を取り除いておく。
❷フライパンにサラダ油を引き、タカノツ

メ、ニンニクとショウガのみじん切りを
入れ、弱火で香りを出す。
❸キュウリを入れ中火で２分ほど炒め、Ａ、

ミョウガを入れ、さらに１分ほど炒める。
❹③を保存容器に移し粗熱を取り、冷蔵庫

で一晩なじませ出来上がり。

◆ 作 り 方 ◆

◆ 材料（３人分）◆
………………………………３本
………………………………３本

……………………………３本
……小さじ１/２
……小さじ１/２

…………………………大さじ１
　

………………………………小さじ１
………………………小さじ１

　…………………小さじ１
……………………………少々

　………………………大さじ１

キュウリ
ミョウガ
タカノツメ
ニンニク（みじん切り）
ショウガ（みじん切り）
サラダ油
A（調味料）
　塩
　しょうゆ
　コチュジャン
　こしょう
　炒りごま


